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アップ、公務員は変化なし
|| ||■

「民間企業」希望 2009年度 :4:1.プワ鶴→ 2010年度 :45.9%
「公務員」希望 2009年度 :10澤 %→ 2010年度 :11日 1%

昨年の調査結果では、卒業後の進路希望先として「公務員」への進路希望が増えましたが、今

年度は「公務員」への希望は、昨年度とほぼ変わらず、「民間企業」進路希望のポイントが増えま
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中学生の頃から

全体 :フロ5% 一般入試 :■0% 付属校進学 :10.0%

進路の決定時期は、どの入学形態においても「大学に入つてから」t「高校生の頃から」との回
答が多く、ほぼ同じ割合を占めています。しかし、「中学生の頃から」との回答は、「付属校進学」
の属性において多く見受けられます。

全   体
(3,454人 )

一 般 入 試
(2,384人 )

付属校進学
(349人 )

推 薦
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来の進路への不安ル
し

「やりたいことが見つからない」:22.7%(2009年度)→ 2饉議懇%(2010年度)

「進路先が絞りきれない」:29.6%(2009年度)→ 3畿麟鶴
|%)(2010年

度)

「やりたいことが見つからない」「進路先が絞りきれない」など、将来設計に不安を感じている
との回答が2009年度よリアップしました。また、将来設計について、「キャリアプラン設定のア

ドバイス・教育」「キャリアプラン実現のための大学教育の利用方法」などについて、さらなる大

学への情報提供を求めているのが見られました。
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所属箇所別

政治経済学部
(760人 /327人 )

法  学  部
(560人 /240人 )

第 一 文 学 部
(47人 //22人 )

第 二 文 学 部
(28人 /14人 )

文化構想学部
(671人 /308人 )

文  学  部
(494人 /230人 )

教 育 学 部
(736人 //333人 )

商  学  部
(609人 //267人 )

理 工 学 部
(33人/15人 )

基幹理工学部
(459人 //219人 )

創造理工学部
(341人 /161人 )

先進理工学部
(329人 /167人 )

社 会 科 学 部
(412人 ′/′ 186人 )

人 間 科 学 部
(339人 //158人 )

スポーツ科学部
(222人 /96人 )

国際教養学部
(443人 /173人 )

政治学研究科
(60人 //26人 )

経済学研究科
(36人/14人 )

法 学 研 究 科
(25人/10人 )

教育学研究科
(76人′′/35人 )

文 学 研 究 科
(127人 //52人 )

商 学 研 究 科
(37人 /15人 )

理工学研究科
(0人 /0人 )

基幹理工学研究科
(123人 /51人 )

創造理工学研究科
(136人 /引1人 )

先進理工学研究科
(202人 //82人 )

人間科学研究科
(51人/21人 )

社会科学研究科
(47人/19人 )

アジア太平洋研究科
(64人′/′23人 )

国際情報通信研究科
(45人/18人 )

日本語教育研究科
(25人 /11人 )

情報生産システム研究科
(111人 /40人 )

スポーツ科学研究科
(56人 /24人 )

環境.エ ネルギー研究科
(21人/8人 )
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第2章 調査結果の要約と特徴

全 体
(3,454人 |

文  系

理 系
(840人 )

「
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羅
】
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設
計
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ン）と
準
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に
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いて

鵬

0      10

民間企業

■■研究所 。シンクタンク
■■専門学校進学

30

■■公務員
理翌起業家
■■ロフリーター

40       50       60

圏圏小中高教員

Eコ各種資格試験受験
鰺爾派遣社員

70       80

M蝠大学教員
陶爾編入 。学士入学
匠 未定

90

M蝠大学院
祗囃留学
匡コその他

100 (%)

学生が進路を決定した時期は、「高校生の頃か

ら」 と答えた比率が30.8%、 「大学に入ってから」

と答 えた比率力ヽ 3.4%で 全体の7割 以上 を占め、

また両者はほぼ同じ割合になっています。この結

果はここ数年間の調査結果と同じ傾向を示 してお

り、将来の進路を高校生の頃に決める学生と大学

に入ってから決める学生に大きく分かれることを

示 しています。将来の進路を決定する時期の傾向

は、入試形態別にみてもさほど大きな違いはあり

ませんが、「付属校入試」で入学する学生は、「一

般入試」や「推薦」で入学する学生に比べて、「中

学の頃から」や「高校生の頃から」と回答する割

合が若干多 くなっています。この理由としては、

「付属校入試」の学生の場合、大学受験がないた
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攘

文系・理系別||||||||

卒業後の進路希望先 として、「民間企業」を希

望する学生の比率は45.9%(学部 :46.3%,研究科 :

43■%)と なり、昨年度の41.7%に比べて4ポ イン

ト程度増えました。ただし、一昨年度は46.3%で

あ り、ここ数年間の推移 をみた場合、全体 とし

てさほど大 きな変化は見 られません。一方、「公

務員」 を志望す る学生の比率 は11■%(学部 :

11.9%、 研究科 :6.6%)と なってお り、昨年度の

10.7%と 比べて大 きな変化は見 られませんが、一

昨年度は7.6%で あったことから、昨年度に増え

た傾向が今年 も継続 しています。また、「大学院

への進学」を希望する学生の比率は12.3%(学部 :

13.6%、 研究科で :5.3%)であり、昨年度の15.2%

(学部 :162%、 研究科 :6.9%)に 比べると、学部

学生の比率が3ポ イント近 く減少 しています。そ

のほかの進路希望先は、ほぼ例年通 りの比率を示

しましたが、「留学」を希望する比率が、過去 2

年間は1.1%で あったのに対 して、今年度は1.7%

と増える傾向が見られました。

一方、進路希望先を文系 。理系別で見てみる

と、「民間企業」希望の比率は文系で45.3%、 理系

で47.7%と ほとんど変わらず、「公務員」希望の

比率は文系で13■%、 理系で4.9%と 文系が学生が

多いことが分かります。また、「大学院への進学」

の比率は、文系が9.4%で理系が21.3%で あ り、理

系の学生の比率が高いことは従来と変わりません

が、昨年度の理系の比率は28.8%で あ り、大 きく

その比率が減っています。

このような「公務員」希望の比率の高止まり傾

向や「大学院への進学」希望の比率の減少傾向は、

学部 。研究科 と共通 しており、昨今の景気の不透

明感や厳 しい就職状況とともに学生の安定志向や

地元志向がその背景にあるものと考えられます。

45.9 14t171 ‐11121,3 9.8

45.3 151151 1筑4 10.8

47.7 12113 6.9
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めに将来の進路を考える時間的な余裕がある、あ

るいは将来の進路を決めて高校受験先を決定して

いるなどが考えられます。

学年別に希望進路先の変化を見てみると、学年

が進むにつれて「民間企業」を希望する学生の

比率が40■%(1年生)か ら55.3%(4年生)と 増え

る傾向があるのに対 して、「公務員」希望の学生

の比率は、2年 生で14.2%と 最 も多 く、学年が上

がるにつれて減少 して4年生で8.2%と なっていま

学生の頃から 高校生の頃からa{
(3,454,l.)

1  年
(947人 )

2  年
(725人 )

3  年
(635人 )

4  年
(514人 )

5年以上
(120人 )

修士課程
(406人 )

博士課程
(107人 )

0 10 20 30 40

将来の進路について不安になる要因として、学

生の26.0%が「や りたいことが見つか らない」、

32.0%が「進路先が絞 りきれない」をあげており、

6割近くの学生が将来の進路を決めかねている状

況が見てとれます。この結果を昨年度と比べると、

「や りたいことが見つからない」が3.3ポ イント、

「進路先が絞りきれない」が2.4ポ イント増えてお

り、将来設計に不安を感じているとの回答がアッ

プしています。また、学生の29.6%が 「志望する

進路先に進む能力がない」、25.6%が「進路先で

やりたいことが出来るか分からない」をあげてお

り、6割近くの学生が希望する進路と現実とのギ

ャップに悩んでいる状況が見てとれます。さらに、

29.8%が「志望する進路で自活できるか心配」を

あげており、経済的な不安も大きな要因になって

います。

す。また、「小中学校教員」を希望する学生の比

率は3年生で5.5%と 最 も高 く、4年生になると逆

に3.3%と 最 も少なくなる。「大学院進学」を希望

する学生の比率は、学年が上がるにつれて増えて

いく傾向にあります。このように、進路先を具体

的に決定する時期が近づくにつれて、好むと好ま

ざるに関わらず進路先が変化している様子が見て

とれます。

(高校。大学を)卒葉後、一度社会に出てから

大学に入ってから   大学院に入ってから その他

(%)

50 60 70 80 90 100

学年別に見てみると、4年生になると「や りた

いことが見つか らない」、「進路先が絞 りきれな

い」の不安要因は10ポ イント以上減少するのに対

して、逆に「志望する進路で自活できるか心配」

の比率が3年生までと比べて10ポ イント以上増え

ており、より現実的なことへの不安へ変化 してい

るのが見受けられます。

将来の進路への不安に対 して大学に期待する

こととして、学生の41.6%が 「キャリアプラン設

定のア ドバイス・教育」、27.2%が 「キャリアプ

ラン実現のための大学教育の利用方法」、20。9%
が「インターンシップ」、21.5%が 「資格取得」、

24■ %が「企業情報」を挙げてお り、学生が将来

設計に向けてさらなる大学への情報提供を求めて

いることが分かります。

学年別
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将来設計に向けての準備として、学生の58。7%
が「学問 。研究に励む」、43.8%が「語学習得」

と答えており大きな割合を占めています。この2

つの項目は、昨年度の比べてそれぞれ5ポ イント

程度の上昇がみられました。また、学部・研究科

別に見ても「学問・研究に励む」、「語学習得」、「コ

ンピュータ技術習得」のポイントはいずれも高

く、将来設計に向けた準備として学業をはじめと

して語学やコンピュータ技術などのスキルアップ

を第一に考えている学生の意識が見てとれます。

また、これらのスキルアップと合わせて、「企業

研究・就職試験対策」や「資格試験対策」、「人脈

作 り、OB・ OG訪問」など、進路選択に向けた具

体的な準備を行っていることが分か ります。

学年別に見ると、「学問 。研究に励む」 と「語

学習得」は学年によらず高い比率を示す。また、

「企業研究。就職試験対策」、「資格試験対策」、「人

脈作 り、OB・ OG訪 問」、「インターンシップ」 と

答えた学生は3年生以上で多 くなってお り、就職

に向けた準備が3年生から始まること、就職活動

に入る前に「インターンシップ」を体験 しておき

たいと思っていること、また就職を目指す学生に

とって「人脈作 り」が重要であるとの意識が見え

てきます。

学年別
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